
2023年度 大学院生を対象とした、

国際保健・輸入感染症実践トレーニング

【⽬的】「感染症に強いまちづくり」を実現するために、感染症や国
際保健の知識を有する医療関係者等の育成を⾏う。
【研修先・期間】タイ国（４⽇間）
【研修内容】タイ国における医療制度と国際保健を学ぶ。センター構
成員が引率し、参加希望者（公募）が、耐性菌に対する感染対策を中
⼼に、「⼿指消毒」や「適切な個⼈防護具の使⽤」など感染対策のポ
イントや「抗菌薬適正使⽤」についてなど、タイにおける感染対策の
実情を学ぶ。



【具体的な研修内容】

• 公立病院での医療と私立病院での医療の差異
• 都市部クリニック（診療所）での医療の実際
• 農村部などでの医療の実際
• 低所得者への医療の実際
• ワクチン接種制度
• 結核診療の実際
• 大規模病院での感染対策，小規模病院での感染対策
• 病院レベルでの耐性菌対策の実際
• 抗菌薬適正使用活動の実際
• デング熱・マラリアなどの熱帯感染症の実際
• HIV診療について，社会制度や高リスク職者を対象としたスクリーニングなどについて
• 高齢者施設，介護施設などの見学等を実施。

大学院生を対象とした、

国際保健・輸入感染症実践トレーニング



「大学院生を対象とした、国際保健・輸入感染症実践トレーニング」スケジュール
2024/2/18〜2/22（打ち合わせ）

2024/3/10〜14（大学院生を伴う研修）

スケジュール

0日目 夕方の便で関西空港発〜夜にバンコク到着

1日目
午前 Ratchaphipat Hospital（バンコク都の病院）

午後 Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）

2日目
午前 Nongkho Health Promotion Hospital（チョンブリ県にある国立保健所）

午後 Laemchabang Hospital（チョンブリ県にある国立病院）

3日目
午前 Samitivej Hospital（チョンブリ県にある私立病院）

夜 バンコク発

4日目 朝に関西空港着



第1日目午前
Ratchaphipat Hospital （バンコク都の病院）



第1日目午前 Ratchaphipat Hospital
（バンコク都の病院）

• 内科医師、医療スタッフに歓迎
いただき、ました。タイの方々の
優しさに触れ、感激。

医学研究科
掛屋 弘

医学研究科
柴多 渉

看護学研究科
喜田雅彦

経済学研究科
金子勝規

2024/2/19



第1日目午前 Ratchaphipat Hospital
（バンコク都の病院）

Ratchaphipat病院で取り組まれている感染対策の紹介
2024/2/19



第1日目午前 Ratchaphipat Hospital
（バンコク都の病院）

• 内科医師、医療スタッフにタイの医療制度（国民皆保険Universal coverage: UCS）と感染対策（ワクチ

ン接種、結核対策、HIV診療、抗菌薬適正使用活動、院内感染対策、熱帯感染症（デング熱等） ）に

ついて講義をいただき、討論しました。その後に院内を案内いただきました。タイでは、医療スタッフ

（医師・看護師）の人数が限られる課題を抱え、その不足を補うための健康相談やボランティア精度

が充実している実情が分かりました。

救急対応を行うバイクは
交通渋滞にも対応可。

救急出動の管理室 病院敷地内にある健康相談所

2024/2/19



日本の保健医療制度、院内感染対策の紹介

３月の訪問時には各施設にて柴多医師より日本の医療の実情や保健医療制度、
院内感染対策等についてプレゼンを行い、情報交換を行いました。



第1日目午前 Ratchaphipat Hospital
（バンコク都の病院）

2024/03/11

3⽉には医学研究科の⼤学院⽣である覺野医師および経済学研究科の
⼤学院⽣である陳さんに参加いただき、研修を⾏いました。



第1日目午後
Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）



第1日目午後
Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）

•内科医師、医療スタッフよりタイの郡部における結核やHIV診療の状況を
説明いただきました。

2024/02/19 2024/02/19 2024/03/11



第1日目午後
Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）

当院の⼀般外来やHIV外来を⾒学させていただきました。

2024/03/11



第1日目午後
Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）

結核の外来診療は、戸外で行われていました。この部屋は陽圧室（Positive pressure room )です。医

師はこの陽圧室の中に入って、戸外に待っている結核患者の話を聞きます。陽圧ですので中にいる医
師の感染リスクを軽減することができます。新型コロナのパンデミック時には、PCRの検体採取に利用
していたとのこと。戸外で診察は、コロナパンデミック時に我が国でも行われていた感染対策の基本で

すね。

2024.03.11



第1日目午後
Bangplama Hospital（スパンブリ県にある国立病院）

病院長先生（中央）やお世話になったスタッフの皆さんとの記念
撮影。翌日の地元新聞に大阪公立大学病院の訪問のことが掲
載されたとのことです。ありがとうございました。

2024.03.11



第2日目午前
Nongkho Health Promotion Hospital
（チョンブリ県にある国立保健所）

お天気でしたので患者さんは⼾外で診療を待っていました

2024/02/20



第２日目午前 Nongkho Health Promotion Hospital
（チョンブリ県にある国立保健所）

• タイの医療保険制度、結核対策、デング熱診療、コロナ診療等につい
て説明をいただきました。また、当日は、経済学研究科教授 金子勝規
先生の奥様が勤務されていて、ご案内を頂きました。

2024.03.12



第2日目午前 Nongkho Health Promotion Hospital
（チョンブリ県にある国立保健所）

新型コロナウイルス感染症
の診療⽅針

デング熱の診療⽅針

当診療所における結核やデ
ング熱、新型コロナウイルス
感染症、手足口病等の診療
方針や上位病院への搬送の
基準、地域の健康増進にお
ける役割等について説明を
いただきました。



第2日目午前 Nongkho Health Promotion Hospital
（チョンブリ県にある国立保健所）

当診療所で処方される薬剤は、主にプラ
イマリケアの薬剤（解熱鎮痛薬等）が主。
新型コロナウイルス感染症治療薬（抗ウ

イルス薬）等は、配置されていませんで
した。

救急対応室

職業柄（感染制御医）として気になる
カートの上。まだ湿布缶がおいてある。

リキャップに関する
ディスカッションをし
ました。日本では基

本的にリキャップは
禁止ですが、すくい
上げ法で行うとのこと。

2024.03.12



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）

地域における当院の役割や結核対策、工場に関わる産業医学、高齢者診療等をレクチャーをいただきました



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）

病院長先生に病棟を
案内いただき、タイの
入院診療の実際を見
せていただきました。
大部屋の窓は開放さ
れ、オープンエア・・・。
廊下にも入院患者の
ベッドが置かれていま
した。



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）

空気感染対策の掲示

病室前の個人防護具

結核等の空気感染対策が必要な病室



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）

蚊の環境対策 デング熱対策

デング熱やマラリア対策としての蚊の環境対策やその疾患啓発ポスター



第2日目午後
Laemchabang Hospital

（チョンブリ県にある国立病院）

病院長先生をはじめ、多くの
先生方・スタッフの皆様に大変
お世話になりました。ありがと
うございました。



第3日目午前 Samitivej Hospital
（チョンブリ県にある私立病院）



第3日目午前 Samitivej Hospital
（チョンブリ県にある私立病院）

当院は私立病院で、日本人対象の病棟がありました。
清潔感にあふれ、日本語対応がされていました。



第3日目午前 Samitivej Hospital
（チョンブリ県にある私立病院）

全室個室、オーシャンビューです。旅行者下痢症等で日本人旅行者の入院もあるとの
こと。外来も清潔感あふれる診療室で、空気清浄機も配置されていました。



第3日目午前 Samitivej Hospital
（チョンブリ県にある私立病院）

2024.03.13

当院の感染対策は、
我が国と同様な対策が、
実施されていました。

感染対策毎のごみの分別使い捨てタオル



第3日目午前 Samitivej Hospital
（チョンブリ県にある私立病院）

⼤変素敵な私⽴病院でした。⽇本と同レベルの医療環境と感染対策が⾏われていま
した。皆様の歓迎に感謝申し上げます。

2024.03.132024.02.21



最後に

タイの医療スタッフの皆様が、大変優しく私達の
研修を受け入れていただきましたことを心から感

謝申し上げます。また、この度、各施設の研修に
関して、交渉を行っていただいた経済学研究科教

授の金子勝規先生、そして現地でお仕事をされて
いる医師の奥様に感謝申し上げます。ありがとう
ございました。今回参加してくれた二人の大学院

生のみならず、私達も異なる保険制度や医療環
境における実際を見せていただき大変勉強にな

りました。日本の感染対策の良い点もタイの病院
に紹介をしていきたいと思います。次回もよろしく
お願い申し上げます。


